
	
 

仲
道
郁
代	
 

ベ
䤀
ト
䤀
ヴ
䣷
ン  

鍵
盤
の
宇
宙	
 

第
１
回
䣓
誕
生
䣔(2013.12.17) 

仲
道
の
ト
䤀
ク
䣍
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
な
が
ら
の
シ
䣼
パ
ン
連
続
演
奏
会
に
続
く
䣍
ベ
䤀
ト
䤀

ヴ
䣷
ン
の
全
ソ
ナ
タ
ほ
か
を
６
年
間
１
２
回
の
コ
ン
サ
䤀
ト
の
な
か
で
網
羅
す
る
壮
大
な

企
画
１
回
目
䣎
前
半
は
䣍
ベ
䤀
ト
䤀
ヴ
䣷
ン
の
象
徴
と
な
り
最
後
の
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
３
２
番

と
同
じ
ハ
短
調
で
あ
る
シ
ン
ボ
リ
䣹
ク
な
作
品
で
あ
る
と
の
解
説
の
あ
と
に
䣓
ド
レ
ス
ラ

䤀
の
行
進
曲
に
よ
る
９
つ
の
変
奏
曲
䣔
と
䣓
３
つ
の
選
帝
侯
ソ
ナ
タ
２
番
へ
短
調
䣔
䣎

後
半
は
䣍
ハ
イ
ド
ン
に
献
呈
さ
れ
た
作
品
２
の
３
曲
䣎
３
作
品
１
２
楽
章
の
全
て
に
お
い
て

新
た
な
試
み
に
挑
戦
し
た
ベ
䤀
ト
䤀
ヴ
䣷
ン
の
熱
意
を
熱
く
語
䣬
た
後
䣍
重
厚
な
音
響
䣍
対

照
的
な
軽
快
で
繊
細
な
音
色
を
楽
章
ご
と
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
䣎
特
に
３
作
品
の
な
か
で

ス
ケ
䤀
ル
の
大
き
い
第
３
番
は
䣍
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
作
品
と
自
ら
説
明
す

る
よ
う
に
䣍
奥
行
き
の
あ
る
濃
厚
な
響
き
䣍
管
楽
器
の
明
朗
な
響
き
䣍
洗
練
さ
れ
た
構
成
感

で
本
人
が
納
得
し
な
が
ら
演
奏
し
て
い
る
の
が
伺
え
た
䣎
初
心
者
も
専
門
家
も
楽
し
め
る
ベ

䤀
ト
䤀
ヴ
䣷
ン
企
画
で
あ
る
䣎
䥹12

月17

日
䣍
し
ら
か
わ
ホ
䤀
ル
䥺
䥹
伊
藤
美
由
紀
䥺 

 



名
古
屋
フ
䣵
ル
ハ
䤀
モ
ニ
䤀
交
響
楽
団	
 

第
４
０
３
回
定
期
演
奏
会 (2014.6.14) 

	
 

ガ
イ
ア
シ
リ
䤀
ズ
第
３
弾
䣍
副
題
は
䣓
水—

波
に
翻
弄
さ
れ
る
舟
䣔
䣎
名
誉
客
演
指

揮
者
の
テ
䣵
エ
リ
䤀
・
フ
䣵
䣹
シ
䣺
䤀
の
得
意
と
す
る
ラ
ヴ
䣷
ル
の
䣕
海
原
の
小

舟
䣖
か
ら
䣍
風
の
よ
う
に
軽
や
か
に
始
ま
䣬
た
䣎
今
回
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
ひ
と
つ
で

あ
る
プ
ロ
コ
フ
䣵
エ
フ
の
野
性
的
な
エ
ネ
ル
ギ
䤀
で
溢
れ
る
䣕
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

３
番
䣖
は
䣍
第
８
回
浜
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
䤀
ル
で
第
１
位
に
輝
い
た
イ
リ
ヤ
・

ラ
シ
䣻
コ
フ
ス
キ
䤀
に
よ
り
䣍
卓
抜
し
た
テ
ク
ニ
䣹
ク
と
ド
ラ
マ
チ
䣹
ク
な
表
現

力
で
演
奏
さ
れ
た
䣎
ア
ン
コ
䤀
ル
は
䣍
対
照
的
な
䣍
繊
細
な
響
き
の
モ
ン
ポ
ウ
の
前

奏
曲
ニ
短
調
を
演
奏
䣎
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
䣎
後
半
の
メ
イ
ン
は
䣍
シ
䣻

ミ
䣹
ト
の
䣕
交
響
曲
第
４
番
䣖
䣎
冒
頭
の
半
音
階
的
進
行
で
不
安
定
な
表
情
の
ト
ラ

ン
ペ
䣹
ト
の
主
題
が
展
開
さ
れ
䣍
叙
情
的
な
チ
䣷
ロ
の
旋
律
を
挟
み
䣍
ト
ラ
ン
ペ
䣹

ト
の
主
題
が
回
想
さ
れ
る
様
は
䣍
川
の
流
れ
を
感
じ
る
よ
う
な
流
麗
な
演
奏
で
あ
䣬

た
䣎
最
後
は
䣍
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
䣕
ヴ
䣸
カ
リ
䤀
ズ
䣖
の
切
な
い
旋
律
を
透
明
感

の
あ
る
好
演
で
聞
か
せ
た
䣎䥹
６
月
１
４
日
䣍
愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
䤀
ト
ホ
䤀
ル
䥺䥹
伊
藤
美
由
紀
䥺 



石
川
馨
栄
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル (2015.2.14) 

	
 
2002

年
デ
ビ
䣻
䤀
以
来
䣍
名
古
屋
を
中
心
に
定
期
的
に
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
し
䣍

精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
石
川
馨
栄
子
䣎
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
䣍

組
曲
䣍
変
奏
曲
䣍
練
習
曲
と
い
う
小
品
が
集
ま
䣬
た
形
式
に
よ
る
作
品
に
焦
点
を
あ

て
る
䣎
最
初
の
バ
䣹
ハ
の
䣓
フ
ラ
ン
ス
組
曲
大
５
番
䣔
は
䣍
華
麗
で
生
き
生
き
と

し
た
響
き
で
奏
で
䣍
ホ
䤀
ル
残
響
音
が
交
錯
し
チ
䣷
ン
バ
ロ
の
よ
う
な
音
色
を
生
み

出
し
て
い
た
䣎
続
く
ベ
䤀
ト
䤀
ヴ
䣷
ン
に
影
響
を
与
え
䣍
モ
䤀
ツ
䣴
ル
ト
に
し
て
は

め
ず
ら
し
い
短
調
の
䣕
ソ
ナ
タ
第
１
４
番
䣖
の
あ
と
に
䣍
同
じ
ハ
短
調
の
ベ
䤀
ト

䤀
ヴ
䣷
ン
の
䣕
自
作
主
題
に
よ
る
３
２
の
変
奏
曲
䣖
は
䣍
壮
大
で
劇
的
な
展
開
を

う
ま
く
構
築
し
た
䣎
最
後
は
䣍
シ
䣼
パ
ン
の
䣕
１
２
の
練
習
曲
作
品
２
５
䣖
䣎
個

性
的
か
つ
技
巧
的
な
一
つ
一
つ
の
小
品
を
研
磨
さ
せ
䣍
全
体
を
通
し
た
作
品
と
し
て

構
築
す
る
能
力
を
必
要
と
す
る
意
欲
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
䣬
た
䣎
ア
ン
コ
䤀
ル
は

小
品
２
曲
䣎
軽
快
で
華
や
か
な
演
奏
に
よ
り
䣍
民
族
的
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
フ
䣴
リ
䣺

の
䣕
恐
怖
の
踊
り
䣖
で
終
え
た
䣎䥹
２
月
１
４
日
䣍
ザ
・
コ
ン
サ
䤀
ト
ホ
䤀
ル
䥺
䥹
伊
藤
美
由
紀
䥺 



名
古
屋
フ
䣵
ル
ハ
䤀
モ
ニ
䤀
交
響
楽
団	
 

第
４
３
０
回
定
期
演
奏
会 (2015.12.12) 

	
 

䣓
メ
タ
䣔
シ
リ
䤀
ズ
䣓
日
本
民
謡
の
昇
華
䣔
は
䣍
常
任
指
揮
者
ブ
ラ
ビ
ン
ズ
に
よ

る
英
国
作
品
特
集
で
䣍
日
本
の
民
謡
調
の
旋
律
を
駆
使
し
た
ホ
ル
ス
ト
䣓
日
本
組

曲
䣔
か
ら
始
ま
る
䣎
２
作
目
は
䣍
名
フ
䣵
ル
コ
ン
ポ
䤀
ザ
䤀
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

で
䣍
イ
ギ
リ
ス
在
住
の
作
曲
家
䣍
藤
倉
大
へ
の
委
嘱
新
作
䣓
フ
ル
䤀
ト
協
奏
曲
䣔
䣎

５
つ
の
部
分
で
䣍
フ
ル
䤀
ト
䣍
ピ
䣹
コ
ロ
䣍
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
䣍
バ
ス
の
４
本
の
フ
ル

䤀
ト
の
特
徴
を
生
か
し
䣍
息
䣍
声
䣍
倍
音
な
ど
の
複
雑
な
音
響
が
オ
䤀
ケ
ス
ト
ラ
と

美
し
く
織
り
交
ざ
る
䣎
珍
し
い
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
は
䣍
カ
デ
ン
ツ
䣴
の
部
分
を
繊
細
な

音
色
で
奏
で
る
䣎
終
演
後
䣍
ク
レ
ア
・
チ
䣷
イ
ス
に
よ
り
演
奏
さ
れ
た
藤
倉
の
䣓
リ

ラ
䣔
は
䣍
こ
の
作
品
の
素
材
を
生
か
し
た
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
とC

管
フ
ル
䤀
ト
の
作
品

で
䣍
協
奏
曲
で
も
効
果
的
で
あ
䣬
た
下
降
グ
リ
䣹
サ
ン
ド
な
ど
を
含
み
䣍
両
作
品
と

も
藤
倉
の
作
品
を
理
解
し
た
素
晴
ら
し
い
演
奏
で
あ
䣬
た
䣎
後
半
の
大
編
成
の
䣓
惑

星
䣔
は
䣍
愛
知
県
立
芸
術
大
学
女
性
合
唱
団
も
加
わ
り
䣍
７
曲
の
味
を
生
か
し
た
演

奏
で
魅
了
し
た
䣎
䥹
１
２
月
１
２
日
䣍
愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
䤀
ト
ホ
䤀
ル
䥺
䥹
伊
藤
美
由
紀
䥺 



名
古
屋
フ
䣵
ル
ハ
䤀
モ
ニ
䤀
交
響
楽
団	
 

第
４
３
２
回
定
期
演
奏
会 (2016.2.20) 

	
 

䣓
メ
タ
䣔
シ
リ
䤀
ズ
䣓
物
語
の
再
編
䣔
は
䣍
名
フ
䣵
ル
と
３
回
目
と
な
る
指
揮
者
䣍

ロ
リ
䤀
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
切
望
し
た
チ
䣷
コ
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
特
集
で
䣍
ヤ

ナ
䤀
チ
䣷
ク
の
歌
劇
䣓
利
口
な
女
狐
の
物
語
䣔
組
曲
か
ら
䣍
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
民

族
的
な
旋
律
で
始
ま
る
䣎
様
々
な
場
面
の
凝
縮
さ
れ
た
マ
䣹
ケ
ラ
ス
編
の
組
曲
は
䣍

豊
か
な
音
色
で
物
語
を
語
䣬
た
䣎
次
の
マ
ル
テ
䣵
ヌ
䤀
の
䣓
オ
䤀
ボ
エ
協
奏
曲
䣔

で
は
䣍
バ
イ
エ
ル
ン
放
送
響
の
注
目
の
若
手
主
席
オ
䤀
ボ
エ
の
ラ
モ
ン
・
オ
ル
テ

ガ
・
ケ
ロ
を
迎
え
る
䣎
オ
䤀
ケ
ス
ト
ラ
に
と
け
込
む
よ
う
な
透
明
感
の
あ
る
オ
䤀
ボ

エ
の
暖
か
い
音
色
で
始
ま
り
䣍
２
䣍
３
楽
章
の
テ
ク
ニ
カ
ル
な
パ
䣹
セ
䤀
ジ
や
郷
愁

を
誘
う
抒
情
的
な
旋
律
を
含
ん
だ
ソ
ロ
の
部
分
は
多
彩
な
音
色
で
観
客
を
魅
了
し
た
䣎

ア
ン
コ
䤀
ル
に
は
䣍
バ
䣹
ハ
の
䣓
無
伴
奏
チ
䣷
ロ
組
曲
２
番
䣔
か
ら
ジ
䤀
グ
を
華

麗
に
奏
で
る
䣎
最
後
の
ド
ヴ
䣸
ル
ザ
䤀
ク
の
䣓
交
響
曲
第
８
番
䣔
は
䣍
金
管
楽
器

の
不
安
定
な
バ
ラ
ン
ス
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
䣬
た
も
の
の
䣍
緊
迫
感
の
あ
る
熱

演
で
あ
䣬
た
䣎䥹
２
月
２
０
日
䣍
愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
䤀
ト
ホ
䤀
ル
䥺䥹
伊
藤
美
由
紀
䥺 



セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団	
 

第
１
４
６
回
定
期
演
奏
会 (2016.3.4) 

	
 

今
回
の
公
演
は
䣍
チ
䣺
イ
コ
フ
ス
キ
䤀
の
２
作
品
に
焦
点
を
あ
て
る
䣎
前
半
は
䣍

䣕
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
２
番
䣖
䣎
こ
の
作
品
を
何
度
も
ヨ
䤀
ロ
䣹
パ
で
指
揮
し
て
き
た

レ
オ
シ
䣻
・
ス
ワ
ロ
ス
キ
䤀
䣍
第
１
番
を
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
と
共
演
し
た
経
験
が
あ

る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
務
川
慧
悟
䣍
こ
の
２
人
の
チ
䣺
イ
コ
フ
ス
キ
䤀
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲

へ
の
深
い
理
解
と
解
釈
に
よ
る
演
奏
で
あ
䣬
た
䣎
２
楽
章
は
䣍
今
回
の
ジ
ロ
テ
䣵
編

曲
で
は
ヴ
䣴
イ
オ
リ
ン
と
チ
䣷
ロ
の
二
重
奏
が
カ
䣹
ト
さ
れ
て
い
る
が
䣍
ピ
ア
ノ
ト

リ
オ
の
箇
所
は
䣍
抒
情
的
な
美
し
い
響
き
で
観
客
を
魅
了
し
た
䣎
ピ
ア
ニ
ス
テ
䣵
䣹

ク
な
華
や
か
な
技
巧
䣍
重
量
感
を
も
䣬
た
こ
の
作
品
を
䣍
自
分
の
世
界
観
で
巧
み
に

表
現
し
観
客
を
虜
に
し
た
パ
リ
在
住
の
若
手
ピ
ア
ニ
ス
ト
務
川
の
今
後
の
国
際
的
な

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
䣎
ア
ン
コ
䤀
ル
は
䣍
リ
ス
ト
の
䣕
愛
の
夢
３
番
䣖
䣎
後
半
は
䣍

䣕
交
響
曲
第
６
番
・
悲
愴
䣖
䣎
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
䤀
に
よ
る
絶
妙
な
音
響
バ
ラ
ン
ス
と

テ
ン
ポ
感
に
よ
る
緊
張
感
の
あ
る
熱
演
に
よ
り
䣍
こ
の
名
曲
を
飽
き
る
事
な
く
堪
能

す
る
こ
と
が
で
き
た
䣎
䥹
３
月
４
日
䣍
し
ら
か
わ
ホ
䤀
ル
䥺
䥹
伊
藤
美
由
紀
䥺 



名
古
屋
フ
䣵
ル
ハ
䤀
モ
ニ
䤀
交
響
楽
団	
 

第
４
３
４
回
定
期
演
奏
会 (2016.4.16)	
 

	
 
	
 
	
 
	
 

 

	
 

名
フ
䣵
ル
創
立
５
０
周
年
開
幕
は
䣍
音
楽
監
督
・
小
泉
和
裕
の
就
任
披
露
公
演
か

ら
始
ま
䣬
た
䣎䣓
基
本
の
重
視
䣔
と
䣓
指
揮
者
と
オ
䤀
ケ
ス
ト
ラ
は
家
族
䣔
を
テ
䤀
マ

に
よ
り
選
曲
さ
れ
て
い
た
䣎
前
半
は
䣍
ベ
䤀
ト
䤀
ヴ
䣷
ン
の
䣕
交
響
曲
第
４
番
䣖
䣎

古
典
的
な
ス
タ
イ
ル
が
確
立
さ
れ
䣍
均
整
が
と
れ
洗
練
さ
れ
た
こ
の
作
品
を
䣍
丁
寧

に
磨
き
上
げ
䣍
明
朗
で
音
響
の
バ
ラ
ン
ス
が
研
ぎ
す
ま
さ
れ
た
䣍
緊
張
感
の
あ
る
演

奏
で
あ
䣬
た
䣎
後
半
は
䣍R

・
シ
䣻
ト
ラ
ウ
ス
の
４
管
の
大
編
成
に
よ
る
䣕
家
庭
交

響
曲
䣖
䣎
切
れ
目
な
く
演
奏
さ
れ
る
単
一
楽
章
で
䣍
家
庭
の
各
々
の
人
物
の
特
徴
を

描
写
す
る
テ
䤀
マ
が
䣍
全
体
を
通
し
て
様
々
な
楽
器
や
形
を
変
え
登
場
す
る
䣎
各
々

の
楽
器
の
特
徴
的
な
音
色
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
オ
䤀
ケ
ス
ト
ラ
に
反
映
さ
れ
䣍
後
半
の

金
管
楽
器
の
跳
躍
や
ハ
イ
ピ
䣹
チ
の
多
用
さ
れ
て
い
る
華
や
か
な
ク
ラ
イ
マ
䣹
ク
ス

で
も
䣍
各
々
の
楽
器
の
役
割
が
䣍
歯
切
れ
の
よ
い
快
活
な
演
奏
で
堪
能
で
き
た
䣎
新

音
楽
監
督
を
迎
え
て
䣍
指
揮
者
䣍
奏
者
全
員
の
気
迫
が
感
じ
ら
れ
䣍
今
後
の
進
展
が

楽
し
み
で
あ
る
䣎䥹
４
月
１
６
日
䣍
愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
䤀
ト
ホ
䤀
ル
䥺
䥹
伊
藤
美
由
紀
䥺 



名
古
屋
フ
䣵
ル
ハ
䤀
モ
ニ
䤀
交
響
楽
団	
 

第
４
３
５
回
定
期
演
奏
会 (2016.5.20)	
 

 

	
 

今
回
は
䣍
芸
術
監
督
䣍
主
席
指
揮
者
と
し
て
ウ
ラ
ル
・
フ
䣵
ル
の
評
価
を
躍
進
さ

せ
た
ロ
シ
ア
の
ド
ミ
ト
リ
䤀
・
リ
ス
に
よ
り
䣍
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
生
ん
だ
２
人
の
国

際
的
作
曲
家
に
よ
る
作
品
に
焦
点
を
あ
て
た
䣎
１
曲
目
は
䣍
シ
䣼
ス
タ
コ
䤀
ヴ
䣵

チ
の
バ
レ
エ
䣓
黄
金
時
代
䣔
組
曲
か
ら
３
作
品
䣎
ワ
ル
ツ
䣍
マ
䤀
チ
な
ど
の
目
ま

ぐ
る
し
い
場
面
転
換
を
䣍
諧
謔
的
で
軽
妙
巧
み
な
表
現
で
観
客
を
惹
き
付
け
た
䣎
２

曲
目
は
䣍
昨
年
䣍
東
京
国
際
ヴ
䣵
オ
ラ
コ
ン
ク
䤀
ル
で
優
勝
し
た
ス
イ
ス
人
の
ア
ン

ド
レ
ア
・
ブ
ル
ガ
䤀
を
ソ
リ
ス
ト
に
迎
え
て
䣍
シ
䣻
ニ
ト
ケ
の
䣓
ヴ
䣵
オ
ラ
協

奏
曲
䣔
䣎
ユ
䤀
リ
・
バ
シ
䣻
メ
ト
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
書
か
れ
た
も
の
で
䣍
高
度
な

技
巧
と
音
楽
性
を
必
要
と
し
䣍
独
奏
部
分
が
多
い
作
品
で
あ
る
が
䣍
ブ
ル
ガ
䤀
に
よ

る
見
事
な
技
術
に
よ
り
情
熱
的
に
表
現
さ
れ
た
䣎
後
半
は
䣍
シ
䣼
ス
タ
コ
䤀
ヴ
䣵

チ
の
䣕
交
響
曲
第
６
番
䣖
䣎
ロ
シ
ア
的
な
熱
い
情
熱
的
で
執
拗
な
重
々
し
さ
や
䣍
皮

肉
䣬
ぽ
い
諧
謔
さ
を
䣍
同
国
人
で
あ
る
リ
ス
に
よ
り
䣍
絶
妙
な
表
現
に
よ
り
う
ま
く

引
出
し
て
い
た
䣎䥹
５
月
２
０
日
䣍
愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
䤀
ト
ホ
䤀
ル
䥺
䥹
伊
藤
美
由
紀
䥺 



セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団	
 

第
１
４
８
回
定
期
演
奏
会 (2016.6.10) 

	
 

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
䣍䣓
民
族
の
誇
り
と
ロ
マ
ン
䣔
を
テ
䤀
マ
に
チ
䣷
コ
を
代
表

す
る
作
曲
家
の
一
人
䣍
ス
䤀
ク
の
䣓
幻
想
的
ス
ケ
ル
ツ
䣸
䣔
か
ら
始
ま
る
䣎
ド
ヴ

䣸
ル
ザ
䤀
ク
の
影
響
を
強
く
受
け
て
お
り
䣍
民
族
的
な
旋
律
を
明
朗
䣍
軽
快
に
ま
と

め
あ
げ
た
䣎
次
の
モ
䤀
ツ
䣴
ル
ト
の
䣓
フ
ル
䤀
ト
協
奏
曲
第
２
番
䣔
で
は
䣍
セ
ン

ト
ラ
ル
の
フ
ル
䤀
ト
奏
者
で
あ
る
磯
貝
俊
幸
に
よ
る
ソ
ロ
䣎
ス
ワ
ロ
ス
キ
䤀
が
オ
䤀

ケ
ス
ト
ラ
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
微
妙
に
調
整
す
る
な
か
䣍
カ
デ
ン
ツ
䣴
も
優
雅
に
吹
き

こ
な
し
䣍
ま
と
め
あ
げ
た
䣎
磯
貝
は
䣍
こ
の
地
域
で
人
気
が
あ
る
よ
う
だ
䣎
後
半
は
䣍

ド
ヴ
䣸
ル
ザ
䤀
ク
の
䣓
交
響
曲
第
７
番
䣔
䣎
作
曲
者
と
同
国
の
チ
䣷
コ
生
ま
れ
の

指
揮
者
の
レ
オ
シ
䣻
・
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
䤀
は
䣍
３
楽
章
で
は
䣍
ボ
ヘ
ミ
ア
の
舞
曲
を

明
朗
に
歌
い
䣍
情
熱
的
に
４
楽
章
を
歌
い
上
げ
た
䣎
ア
ン
コ
䤀
ル
は
䣍
同
じ
く
ド
ヴ

䣸
ル
ザ
䤀
ク
の
ス
ラ
ブ
舞
曲
集
か
ら
䣍
憂
愁
な
ヴ
䣴
イ
オ
リ
ン
の
旋
律
で
人
気
の
あ

る
作
品
７
２—

２
を
䣍
民
族
的
な
響
き
と
哀
愁
を
込
め
て
䣍
コ
ン
サ
䤀
ト
を
締
め
く

く
䣬
た
䣎
䥹
６
月
１
０
日
䣍
し
ら
か
わ
ホ
䤀
ル
䥺
䥹
伊
藤
美
由
紀
䥺 



名
古
屋
フ
䣵
ル
ハ
䤀
モ
ニ
䤀
交
響
楽
団	
 

第
４
３
６
回
定
期
演
奏
会(2016.6.17) 

	
 

今
回
の
創
立
５
０
周
年
シ
リ
䤀
ズ
は
䣍
前
半
は
モ
䤀
ツ
䣴
ル
ト
䣍
後
半
は
ラ
ヴ
䣷

ル
の
構
成
䣎
１
曲
目
は
䣍
オ
ペ
ラ
の
指
揮
で
も
定
評
の
あ
る
高
関
健
に
よ
り
䣍
歌
劇

䣓
魔
笛
䣔
序
曲
か
ら
䣍
明
朗
に
軽
や
か
に
始
め
る
䣎
２
曲
目
は
䣍䣓
ピ
ア
ノ
協
奏
曲

第
２
７
番
䣔
䣎
昨
年
䣍
浜
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
䤀
ル
で
優
勝
し
た
国
際
的
に
活
躍

す
る
若
手
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
䣍
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
・
ガ
ジ
䣷
ブ
に
よ
る
ソ
ロ
䣎
優
美

で
美
し
い
旋
律
を
歌
い
上
げ
䣍
ア
ン
コ
䤀
ル
は
䣍
モ
䤀
ツ
䣴
ル
ト
と
は
対
照
的
な
䣍

情
熱
的
で
難
曲
で
あ
る
プ
ロ
コ
フ
䣵
エ
フ
の
䣓
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
第
７
番
の
３
楽

章
䣔
を
䣍
熱
演
し
喝
采
を
あ
び
る
䣎
後
半
の
ラ
ヴ
䣷
ル
は
䣍
䣓
ラ
・
ヴ
䣴
ル
ス
䣔

か
ら
始
ま
る
䣎
心
地
よ
い
ワ
ル
ツ
の
リ
ズ
ム
に
の
り
䣍
ラ
ヴ
䣷
ル
ら
し
い
上
品
な
音

響
の
変
容
を
う
ま
く
表
現
し
て
い
た
䣎
最
後
の
バ
レ
エ
䣓
ダ
フ
ニ
ス
と
ク
ロ
エ
䣔

第
１
䣍
２
組
曲
で
は
䣍
大
編
成
で
色
彩
豊
か
な
作
品
を
䣍
各
々
の
楽
器
の
洗
練
さ
れ

た
響
き
と
䣍
幻
想
的
な
雰
囲
気
で
䣍
緻
密
に
構
築
さ
せ
た
䣎 

䥹
６
月
１
７
日
䣍
愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
䤀
ト
ホ
䤀
ル
䥺
䥹
伊
藤
美
由
紀
䥺 



神
奈
川
フ
䣵
ル
＋
名
フ
䣵
ル
ス
ペ
シ
䣺
ル
・
ジ
䣼
イ
ン
ト
・
コ
ン
サ
䤀
ト
䣐	
 

 

名
フ
䣵
ル
䣍
神
奈
川
フ
䣵
ル
の
両
団
体
に
関
わ
䣬
て
い
る
指
揮
者
の
川
瀬
賢
太
郎
に

よ
る
䣍
２
つ
の
楽
団
の
メ
ン
バ
䤀
に
よ
る
共
演
と
な
䣬
た
䣎
前
半
は
䣍
モ
䤀
ツ
䣴
ル

ト
弾
き
と
し
て
国
際
的
に
活
発
に
活
動
を
行
う
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
菊
池
洋
子
を
ソ
リ

ス
ト
に
迎
え
て
䣍
䣓
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
２
１
番
䣔
䣎
２
楽
章
は
䣍
菊
池
に
よ
り
天
井

の
音
楽
の
よ
う
な
澄
ん
だ
響
き
で
満
た
さ
れ
た
䣎
３
楽
章
は
䣍
快
活
で
装
飾
的
な
ピ

ア
ニ
ス
テ
䣵
䣹
ク
な
旋
律
と
オ
䤀
ケ
ス
ト
ラ
と
の
対
話
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ま
と
め
た
䣎

後
半
は
䣍
シ
䣼
ス
タ
コ
䤀
ヴ
䣵
チ
の
䣓
交
響
曲
第
７
番
䣔
䣎
ト
䤀
タ
ル
１
３
０
名

の
奏
者
で
䣍
長
大
な
作
品
で
あ
る
䣎
指
揮
者
の
川
瀬
は
䣍
各
々
の
楽
章
に
作
曲
者
の

熱
い
想
い
が
込
め
ら
れ
た
大
作
を
う
ま
く
音
響
的
に
構
築
し
䣍
様
々
な
楽
器
の
ソ
リ

ス
テ
䣵
䣹
ク
な
演
奏
も
䣍
聞
き
手
を
楽
し
ま
せ
た
䣎
ア
ン
コ
䤀
ル
は
䣍䣓
白
鳥
の
湖
䣔

フ
䣵
ナ
䤀
レ
䣎
両
楽
団
に
よ
る
共
演
の
為
に
䣍
特
別
な
緊
張
感
が
各
々
の
奏
者
に
生

ま
れ
䣍
演
奏
に
も
い
い
影
響
が
あ
䣬
た
の
で
は
な
い
か
䣎䥹
６
月
２
７
日
䣍
日
本
特
殊

陶
業
市
民
会
館
フ
䣸
レ
ス
ト
ホ
䤀
ル
䥺
䥹
伊
藤
美
由
紀
䥺 



名
古
屋
フ
䣵
ル
ハ
䤀
モ
ニ
䤀
交
響
楽
団	
 

第
４
３
９
回
定
期
演
奏
会(2016.10.22) 

	
 

ポ
䤀
ラ
ン
ド
人
の
世
界
的
指
揮
者
䣍
ア
ン
ト
ニ
・
ヴ
䣵
䣹
ト
に
よ
り
䣍
藤
倉
大
の

䣓
レ
ア
・
グ
ラ
ヴ
䣵
テ
䣵
䣔
か
ら
１
０
月
定
演
は
始
ま
る
䣎
弦
楽
器
の
ハ
䤀
モ
ニ

ク
ス
と
２
台
の
ヴ
䣵
ブ
ラ
フ
䣸
ン
に
よ
る
緊
張
感
の
あ
る
音
響
で
始
ま
り
䣍
複
雑
な

音
色
が
絶
え
ず
変
容
し
作
品
を
構
成
す
る
䣎
音
の
流
れ
䣍
浮
遊
感
に
満
た
さ
れ
た
充

実
感
を
得
た
䣎
２
曲
目
は
䣍
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
䣓
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
２
番
䣔
䣎
ロ

シ
ア
人
の
ミ
ハ
イ
ル
・
プ
レ
ト
ニ
䣼
フ
の
ピ
ア
ノ
は
䣍
一
つ
一
つ
の
音
を
真
摯
に

聴
き
込
み
な
が
ら
䣍
美
し
い
音
色
を
知
的
に
構
築
し
て
い
く
䣎
派
手
な
演
奏
で
圧
倒

す
る
の
で
は
な
く
䣍
多
彩
な
音
色
を
使
い
分
け
䣍
オ
䤀
ケ
ス
ト
ラ
と
の
バ
ラ
ン
ス
も

緻
密
に
コ
ン
ト
ロ
䤀
ル
し
䣍
客
観
的
な
立
場
で
全
体
を
見
通
し
て
い
る
よ
う
な
彼
の

世
界
観
で
観
客
を
引
き
込
ん
だ
䣎
ア
ン
コ
䤀
ル
は
䣍
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
前
奏
曲
䣓
鐘
䣔
䣎

多
彩
な
美
し
い
鐘
の
音
色
の
創
造
は
䣍
息
を
呑
む
ほ
ど
で
あ
䣬
た
䣎
最
後
の
シ
ベ
リ

ウ
ス
の
䣓
交
響
曲
第
１
番
䣔
で
は
䣍
民
族
色
や
劇
的
な
構
成
を
丁
寧
に
ま
と
め
好

演
で
あ
䣬
た
䣎
䥹
１
０
月
２
２
日
䣍
愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
䤀
ト
ホ
䤀
ル
䥺
䥹
伊
藤
美
由
紀
䥺 



名
古
屋
フ
䣵
ル
ハ
䤀
モ
ニ
䤀
交
響
楽
団	
 

第
４
４
１
回
定
期
演
奏
会(2016.12.9) 

	
 

今
回
の
公
演
は
䣍
来
週
䣓
第
九
演
奏
会
䣔
で
現
役
引
退
公
演
と
な
る
名
誉
指
揮
者

モ
䤀
シ
䣷
・
ア
ツ
モ
ン
の
指
揮
で
䣍
ベ
䤀
ト
䤀
ヴ
䣷
ン
の
䣕
ヴ
䣴
イ
オ
リ
ン
協

奏
曲
䣖
䣍
ブ
ラ
䤀
ム
ス
の
䣕
交
響
曲
第
２
番
䣖
䣎
前
半
の
ベ
䤀
ト
䤀
ヴ
䣷
ン
は
䣍
イ

リ
ア
・
グ
リ
ン
ゴ
ル
ツ
の
ヴ
䣴
イ
オ
リ
ン
独
奏
に
よ
る
䣎
グ
䣴
ネ
リ
・
デ
リ
・
ジ

䣷
ス
の
名
器
の
音
色
は
䣍
彼
の
繊
細
な
演
奏
に
よ
り
透
明
感
の
あ
る
多
彩
な
音
響
を

醸
し
出
し
た
䣎
ア
ン
コ
䤀
ル
の
䣍
ヴ
䣴
イ
オ
リ
ン
の
超
絶
技
巧
作
品
䣍
パ
ガ
ニ
䤀
ニ

の
䣕
２
４
の
奇
想
曲
作
品
１
第
１
６
番
䣖
で
は
䣍
喝
采
を
あ
び
る
䣎
後
半
の
ブ
ラ

䤀
ム
ス
２
番
は
䣍
ア
ツ
モ
ン
の
思
い
入
れ
の
強
い
作
品
で
䣍
本
人
の
希
望
に
よ
り
３

番
か
ら
の
変
更
と
な
䣬
た
そ
う
で
あ
る
䣎
若
い
頃
ホ
ル
ン
を
専
攻
し
て
い
た
こ
と
も

あ
る
よ
う
で
䣍
想
い
が
込
め
ら
れ
て
か
歌
い
込
ま
れ
た
ホ
ル
ン
の
牧
歌
的
な
テ
䤀
マ

は
印
象
的
で
あ
䣬
た
䣎
終
演
後
の
長
い
カ
䤀
テ
ン
コ
䤀
ル
䣍
花
束
を
贈
ら
れ
た
ア
ツ

モ
ン
の
姿
か
ら
は
䣍
自
分
の
十
八
番
で
の
伸
び
伸
び
と
し
た
演
奏
に
よ
る
達
成
感
が

感
じ
ら
れ
た
䣎䥹
１
２
月
９
日
䣍
愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
䤀
ト
ホ
䤀
ル
䥺䥹
伊
藤
美
由
紀
䥺 



セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団	
 

第
１
５
４
回
定
期
演
奏
会 (2017.5.12) 

	
 

第
５
回
宗
次
エ
ン
ジ
䣷
ル
ヴ
䣴
イ
オ
リ
ン
コ
ン
ク
䤀
ル
の
セ
ミ
フ
䣴
イ
ナ
ル
出

場
・
特
別
楽
器
貸
与
の
助
成
を
受
け
て
い
る
ア
ン
ド
レ
ア
・
オ
ビ
ソ
に
よ
る
チ
䣺

イ
コ
フ
ス
キ
䤀
の
ヴ
䣴
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
䣎
テ
䤀
マ
の
変
容
を
音
色
や
響
き
を
駆

使
し
な
が
ら
飽
き
さ
せ
ず
に
䣍
作
品
を
う
ま
く
構
築
䣎
牧
歌
的
な
２
楽
章
䣍
ヴ
䣴
イ

オ
リ
ン
ソ
ロ
は
䣍
管
楽
器
と
の
掛
け
合
い
を
聴
き
込
ん
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
応
答
䣎
３

楽
章
は
䣍
エ
ネ
ル
ギ
䣹
シ
䣻
に
ス
ピ
䤀
ド
感
に
の
り
念
入
り
に
歌
い
込
み
䣍
観
客
を

魅
了
し
た
䣎
イ
ザ
イ
の
無
伴
奏
ヴ
䣴
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
２
番
の
第
１
と
２
楽
章

の
２
曲
を
ア
ン
コ
䤀
ル
で
演
奏
䣎
透
明
感
の
あ
る
繊
細
な
静
か
な
作
品
も
美
し
く
歌

い
上
げ
た
䣎
後
半
は
䣍
チ
䣺
イ
コ
フ
ス
キ
䤀
交
響
曲
第
３
番
䣎
第
１
楽
章
䣍
弦
楽

器
の
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
出
だ
し
に
始
ま
䣬
た
後
の
管
楽
器
の
掛
け
合
い
が
䣍
不
安
定

な
バ
ラ
ン
ス
で
響
き
に
潤
い
が
欠
け
て
い
た
䣎
後
半
に
か
け
て
は
勢
い
に
の
り
パ
ワ

フ
ル
に
ま
と
め
あ
げ
る
䣎
終
楽
章
は
䣍
掛
け
合
い
も
明
瞭
に
テ
䣵
ン
パ
ニ
の
決
然
と

し
た
響
き
と
と
も
に
爽
快
に
駆
け
抜
け
た
䣎䥹
５
月
１
２
日
䣍
し
ら
か
わ
ホ
䤀
ル
䥺䥹
伊
藤
美
由
紀
䥺 



名
古
屋
フ
䣵
ル
ハ
䤀
モ
ニ
䤀
交
響
楽
団	
 

第
４
４
６
回
定
期
演
奏
会(2017.6.2) 

	
 

䣓
ロ
シ
ア
革
命
１
０
０
年
䣔
を
テ
䤀
マ
と
し
た
本
公
演
は
䣍
指
揮
者
䣍
川
瀬
賢
太

郎
に
よ
り
䣍
吉
松
隆
の
弦
楽
合
奏
に
よ
る
美
し
い
響
き
で
満
た
さ
れ
る
䣕
鳥
は
静

か
に
䣖
か
ら
始
ま
る
䣎
コ
ン
サ
䤀
ト
マ
ス
タ
䤀
の
後
藤
龍
伸
の
哀
愁
漂
う
ソ
ロ
と
も

に
䣍
弦
楽
の
緊
張
感
の
あ
る
響
き
に
よ
る
短
い
哀
歌
の
あ
と
䣍
ベ
ル
リ
ン
・
フ
䣵
ル

コ
ン
サ
䤀
ト
マ
ス
タ
䤀
で
あ
る
ノ
ア
・
ベ
ン
デ
䣵
䣹
ク
ス
䥾
バ
ル
グ
リ
䤀
を
迎
え

て
䣍
チ
䣺
イ
コ
フ
ス
キ
䤀
の
䣕
ヴ
䣴
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
䣖
䣎
緻
密
に
洗
練
さ
れ
た

ア
ゴ
䤀
ギ
グ
に
よ
る
円
熟
し
て
深
み
の
あ
る
演
奏
で
歌
い
込
ま
れ
た
彼
の
演
奏
に
䣍

バ
ラ
ン
ス
よ
く
オ
䤀
ケ
ス
ト
ラ
が
応
え
䣍
観
客
を
魅
了
さ
せ
た
䣎
ア
ン
コ
䤀
ル
は
䣍

バ
䣹
ハ
の
䣕
無
伴
奏
ソ
ナ
タ
第
３
番
の
３
楽
章
䣖
䣎
後
半
は
䣍
シ
䣼
ス
タ
コ
䤀
ヴ

䣵
䣹
チ
の
䣕
交
響
曲
第
１
２
番
䣖
䣎
ロ
シ
ア
革
命
を
具
体
化
し
䣍
レ
䤀
ニ
ン
を
偲
ん

で
作
曲
さ
れ
た
切
れ
目
無
く
演
奏
さ
れ
る
４
楽
章
に
よ
る
厚
い
緊
張
感
の
あ
る
響
き

を
う
ま
く
ま
と
め
あ
げ
た
䣎
安
定
し
た
響
き
の
テ
䣵
ン
パ
ニ
を
始
め
打
楽
器
郡
が
根

底
を
支
え
高
揚
さ
せ
た
䣎䥹
６
月
２
日
䣍
愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
䤀
ト
ホ
䤀
ル
䥺
䥹
伊
藤
美
由
紀

䥺 



名
古
屋
フ
䣵
ル
ハ
䤀
モ
ニ
䤀
交
響
楽
団	
 

第
４
４
８
回
定
期
演
奏
会(2017.7.22) 

䣓
メ
キ
シ
コ
シ
テ
䣵
・
マ
イ
・
メ
キ
シ
カ
ン
・
ソ
ウ
ル
䣔
を
テ
䤀
マ
と
し
䣍
メ
キ
シ

コ
か
ら
国
際
的
に
活
躍
す
る
ア
ロ
ン
ド
ラ
・
デ
・
ラ
・
パ
䤀
ラ
を
迎
え
䣍
モ
䤀
ツ
䣴

ル
ト
の
歌
劇
䣕
ド
ン
・
ジ
䣼
ヴ
䣴
ン
ニ
䣖
序
曲
か
ら
軽
や
か
に
始
め
た
䣎
次
の
モ

䤀
ツ
䣴
ル
ト
䣕
ク
ラ
リ
ネ
䣹
ト
協
奏
曲
䣖
は
䣍
ア
レ
䣹
サ
ン
ド
ロ
・
カ
ル
ボ
ナ

䤀
レ
の
ソ
ロ
に
よ
り
䣍
繊
細
な
音
色
を
駆
使
し
歌
い
込
む
䣎
ア
ン
コ
䤀
ル
で
は
䣍䣕
ク

ラ
リ
ネ
䣹
ト
ロ
ジ
ア
䣖
䥹
チ
䣺
䤀
リ
䤀
・
パ
䤀
カ
䤀
に
よ
る
䥺
で
即
興
的
に
コ
ミ
カ

ル
に
音
楽
を
表
現
し
観
客
を
魅
了
し
た
䣎
後
半
は
䣍
ア
ロ
ン
ド
ラ
・
デ
・
ラ
・
パ

䤀
ラ
の
得
意
と
す
る
情
熱
的
な
ダ
ン
ス
の
リ
ズ
ム
を
特
徴
と
す
る
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ

カ
の
作
曲
家
の
作
品
に
焦
点
を
あ
て
る
䣎
ラ
テ
ン
系
の
多
種
多
様
な
打
楽
器
を
使
用

し
た
メ
キ
シ
コ
か
ら
モ
ン
カ
䤀
ヨ
䣕
ウ
ア
パ
ン
ゴ
䣖
䣍
マ
ル
ケ
ス
の
䣕
ダ
ン
ソ
ン

第
２
番
䣖
䣎
最
後
の
エ
ネ
ル
ギ
䣹
シ
䣻
な
ヒ
ナ
ス
テ
ラ
の
䣕
エ
ス
タ
ン
シ
ア
䣖
組

曲
で
更
に
盛
り
上
げ
䣍
ア
ン
コ
䤀
ル
で
再
度
䣍
第
４
番
の
䣕
マ
ラ
ン
ボ
䣖
を
熱
演
し
䣍

観
客
総
立
ち
で
幕
を
閉
じ
た
䣎䥹
７
月
２
２
日
䣍
愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
䤀
ト
ホ
䤀
ル
䥺
䥹
伊
藤
美
由
紀
䥺 



名
古
屋
フ
䣵
ル
ハ
䤀
モ
ニ
䤀
交
響
楽
団	
 

第
４
５
０
回
定
期
演
奏
会(2017.10.6) 

	
 

本
公
演
は
䣍䣓
名
古
屋
・
名
古
屋
の
歌
声
と
と
も
に
・
宗
教
改
革
５
０
０
年
䣔
を
テ

䤀
マ
に
䣍
２
大
作
品
に
焦
点
を
あ
て
る
䣎
前
半
は
䣍
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
䤀
ン
の
䣕
交

響
曲
第
５
番
ニ
長
調
・
宗
教
改
革
䣖
䣎
後
半
は
䣍
今
回
の
メ
イ
ン
と
な
る
オ
䤀
ケ

ス
ト
ラ
䣍
合
唱
団
䣍
ソ
リ
ス
ト
を
含
め
て
総
勢
３
０
０
人
を
超
え
視
覚
的
に
も
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
る
壮
大
な
大
曲
で
あ
る
オ
ル
フ
の
世
俗
カ
ン
タ
䤀
タ
䣕
カ
ル
ミ
ナ
・

ブ
ラ
䤀
ナ
䣖
䣎
出
だ
し
䣍
男
声
合
唱
が
少
々
不
安
定
で
䣍
合
唱
団
の
バ
ラ
ン
ス
に
ば

ら
つ
き
が
あ
䣬
た
も
の
の
䣍
曲
が
進
む
に
つ
れ
て
オ
䤀
ケ
ス
ト
ラ
と
の
調
和
も
と
れ

作
品
を
ま
と
め
あ
げ
た
䣎
出
番
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
も
の
の
名
古
屋
少
年
少
女
合
唱
団

の
歌
声
は
䣍
美
し
か
䣬
た
䣎
３
名
の
ソ
リ
ス
ト
で
は
䣍
出
番
の
多
い
バ
リ
ト
ン
の
ト

䤀
マ
ス
・
バ
ウ
ア
䤀
の 

特
筆
す
べ
き
は
䣍
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
解
説
の
み
な
ら
ず
䣍
全
２
５
曲
の
合
唱
作
品
の
水

野
み
か
子
史
に
よ
る
日
本
語
訳
が
別
紙
と
し
て
挟
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
䣎 

䥹
１
０
月
６
日
䣍
日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館
フ
䣸
レ
ス
ト
ホ
䤀
ル
䥺
䥹
伊
藤
美
由
紀
䥺 



セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団	
 

第
１
５
８
回
定
期
演
奏
会 (2017.11.24) 

音
楽
監
督
で
あ
る
レ
オ
シ
䣻
・
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
䤀
指
揮
に
よ
る
ロ
シ
ア
の
作
曲
家
に

よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
䣎
決
然
と
ト
䣶
䣹
テ
䣵
で
始
ま
り
䣍
軽
快
で
切
れ
味
の
い
い
弦
楽

器
の
パ
䣹
セ
䤀
ジ
䣍
美
し
い
第
２
主
題
䣍
グ
リ
ン
カ
に
よ
る
歌
劇
䣕
ル
ス
ラ
ン
と

リ
䣻
ド
ミ
ラ
䣖
序
曲
で
䣍
爽
快
な
気
分
に
よ
り
１
曲
目
を
引
き
締
め
る
䣎
次
の
プ

ロ
コ
フ
䣵
エ
フ
䣕
ヴ
䣴
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
２
番
䣖
は
䣍
ア
ン
ド
レ
イ
・
バ
ラ
ノ

フ
に
よ
る
圧
倒
的
な
集
中
力
と
歌
い
込
ま
れ
た
表
現
力
の
高
さ
に
よ
り
䣍
冒
頭
の
ソ

ロ
か
ら
一
気
に
観
客
を
魅
了
し
た
䣎
２
楽
章
の
優
美
で
透
明
感
の
あ
る
音
色
は
䣍
更

に
音
響
を
聴
き
込
ん
で
演
奏
さ
れ
た
䣎
ア
ン
コ
䤀
ル
は
䣍
バ
䣹
ハ
の
サ
ラ
バ
ン
ド
・

ニ
短
調
䣎
ホ
䤀
ル
の
音
響
の
素
晴
ら
し
さ
が
引
き
立
つ
曲
を
選
ん
だ
と
述
べ
た
よ
う

に
䣍
し
䣬
と
り
と
し
た
深
み
の
あ
る
演
奏
で
あ
䣬
た
䣎
後
半
は
䣍
チ
䣺
イ
コ
フ
ス
キ

䤀
䣕
交
響
曲
第
５
番
䣖
䣎
䣓
運
命
の
動
機
䣔
が
全
楽
章
を
通
じ
て
䣍
色
彩
豊
か
に
展

開
さ
れ
全
体
を
統
一
し
䣍
終
楽
章
で
は
䣍
壮
大
な
響
き
に
昇
華
さ
れ
䣍
時
間
を
感
じ

さ
せ
な
い
惹
か
れ
る
演
奏
で
あ
䣬
た
䣎䥹
１
１
月
２
４
日
䣍
し
ら
か
わ
ホ
䤀
ル
䥺
䥹
伊
藤
美
由
紀
䥺 



名
古
屋
フ
䣵
ル
ハ
䤀
モ
ニ
䤀
交
響
楽
団	
 

第
４
５
６
回
定
期
演
奏
会(2018.4.21) 

文
豪
に
ち
な
ん
だ
作
品
を
と
り
あ
げ
る
新
シ
リ
䤀
ズ
䣍䣏
文
豪
ク
ラ
シ
䣹
ク
䣐
の
一
回

目
は
䣍
ド
フ
ト
エ
フ
ス
キ
䤀
の
監
獄
で
の
体
験
談
を
元
に
し
た
䣕
死
の
家
の
記
憶
䣖

に
基
づ
い
た
ヤ
ナ
䤀
チ
䣷
ク
の
歌
劇
䣕
死
者
の
家
か
ら
䣖
組
曲
か
ら
䣎
悲
痛
な
叫

び
を
表
現
し
た
重
々
し
い
音
響
䣍
金
管
楽
器
の
独
特
の
煌
め
き
を
う
ま
く
表
現
䣎
２

曲
目
は
䣍
マ
リ
ン
バ
の
大
茂
絵
里
子
を
迎
え
䣍
伊
福
部
昭
の
䣕
ラ
ウ
ダ
・
コ
ン
チ

䣷
ル
タ
䤀
タ
䣖
䣎
祈
る
よ
う
な
旋
律
䣍
野
性
的
な
音
色
䣍
土
俗
的
な
リ
ズ
ム
感
を
含

む
単
一
楽
章
作
品
を
䣍
緊
張
感
の
あ
る
演
奏
で
弾
き
き
䣬
た
䣎
大
茂
は
䣍
愛
知
県
立

芸
術
大
学
卒
業
で
䣍
地
元
の
フ
䣴
ン
の
為
か
䣍
ア
ン
コ
䤀
ル
は
䣕
故
郷
䣖
䣎
後
半
は
䣍

ブ
ル
ガ
リ
ア
生
ま
れ
の
指
揮
者
䣍
ロ
䣹
セ
ン
・
ゲ
ル
ゴ
フ
に
よ
る
選
曲
で
䣍
同
国
の

マ
リ
ン
・
ゴ
レ
ミ
ノ
フ
の
䣕
弦
楽
の
た
め
の
５
つ
の
ス
ケ
䣹
チ
䣖
䣎
親
し
み
易
い

旋
律
を
美
し
く
奏
で
た
䣎
最
後
は
䣍
２
５
名
の
金
管
楽
器
に
よ
る
華
や
か
な
フ
䣴
ン

フ
䣴
䤀
レ
か
ら
始
ま
る
ヤ
ナ
䤀
チ
䣷
ク
の
䣕
シ
ン
フ
䣸
ニ
エ
䣹
タ
䣖
を
ド
ラ
マ
チ

䣹
ク
に
ま
と
め
た
䣎䥹
４
月
２
１
日
䣍
日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館
フ
䣸
レ
ス
ト
ホ
䤀
ル
䥺䥹
伊
藤
美
由
紀
䥺 



名
古
屋
フ
䣵
ル
ハ
䤀
モ
ニ
䤀
交
響
楽
団	
 

第
４
５
７
回
定
期
演
奏
会(2018.5.19) 

文
豪
ク
ラ
シ
䣹
ク
シ
リ
䤀
ズ
の
第
２
弾
は
䣍
バ
イ
ロ
ン
の
䣕
マ
ン
フ
レ
䣹
ド
䣖
䣎
前
半

は
モ
䤀
ツ
䣴
ル
ト
作
品
䣎
ア
レ
䣹
シ
オ
・
ア
レ
グ
リ
䤀
ニ
を
迎
え
て
䣍
一
般
に
も

馴
染
み
の
あ
る
明
朗
な
旋
律
の
䣕
ホ
ル
ン
協
奏
曲
第
１
番
䣖
を
軽
快
に
ま
と
め
た
䣎

次
の
歌
劇
䣕
皇
帝
テ
䣵
䤀
ト
の
慈
悲
䣖
序
曲
は
䣍
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
も
国
際
的
に

活
躍
す
る
指
揮
者
ユ
ベ
䤀
ル
・
ス
ダ
䤀
ン
に
よ
り
䣍
ダ
イ
ナ
ミ
䣹
ク
な
低
音
弦
で
は

じ
め
䣍
音
色
を
丁
寧
に
扱
䣬
た
管
楽
器
の
二
重
奏
を
上
品
に
挟
ん
だ
䣎
䣕
ホ
ル
ン
協

奏
曲
第
４
番
䣖
で
は
䣍
ホ
ル
ン
の
男
性
的
な
音
色
䣍
ロ
マ
ン
的
で
甘
い
響
き
䣍
軽
快

さ
な
ど
の
繊
細
な
魅
力
を
引
出
し
た
䣎
ア
ン
コ
䤀
ル
は
䣍
ロ
䣹
シ
䤀
ニ
の
䣕
狩
の

ラ
ン
デ
ヴ
䤀
䣖
で
聴
衆
を
沸
か
せ
た
䣎
後
半
は
䣍
１
時
間
弱
も
あ
り
䣍
打
楽
器
５
名
䣍

ハ
䤀
プ
２
台
の
大
編
成
の
チ
䣺
イ
コ
フ
ス
キ
䤀
䣕
マ
ン
フ
レ
䣹
ド
交
響
曲
䣖
䣎
強

弱
記
号ffff

ま
で
の
迫
力
で
䣍
マ
ン
フ
レ
䣹
ド
の
執
拗
な
苦
悩
䣍
嘆
き
を
飽
き
さ
せ

ず
に
音
で
表
現
し
た
䣎
終
楽
章
に
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
含
む
改
訂
版
で
も
是
非
聴
い

て
み
た
い
䣎䥹
５
月
１
９
日
䣍
日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館
フ
䣸
レ
ス
ト
ホ
䤀
ル
䥺
䥹
伊
藤
美
由
紀
䥺 



名
古
屋
フ
䣵
ル
ハ
䤀
モ
ニ
䤀
交
響
楽
団	
 

第
４
５
９
回
定
期
演
奏
会(2018.7.14) 

	
 

文
豪
ク
ラ
シ
䣹
ク
シ
リ
䤀
ズ
の
第
４
弾
䣎
デ
䣻
テ
䣵
ユ
䤀
の
䣑
遥
か
な
る
遠
い

国
へ
䣒
䣎
ボ
䤀
ド
レ
䤀
ル
の
䣕
悪
の
華
䣖
を
も
と
に
彼
の
象
徴
的
䣍
神
秘
的
で
夢
の

よ
う
な
世
界
観
を
二
コ
ラ
・
ア
ル
ト
シ
䣻
テ
䣹
ト
の
チ
䣷
ロ
の
繊
細
で
研
ぎ
す
ま

さ
れ
た
緊
張
感
で
み
ご
と
に
表
現
し
た
䣎
打
楽
器
と
チ
䣷
ロ
の
交
錯
し
た
音
響
の
美

し
さ
に
心
を
奪
わ
れ
た
䣎
ア
ン
コ
䤀
ル
で
は
䣍
周
知
の
名
曲
で
は
な
く
䣍
あ
え
て
䣍

デ
䣻
テ
䣵
ユ
䤀
の
難
曲
䣑
ザ
䣹
ハ
䤀
の
名
に
よ
る
３
つ
の
ス
ト
ロ
フ
䣒
を
選
び
䣍

色
彩
豊
か
な
チ
䣷
ロ
の
響
き
で
聴
衆
を
魅
了
し
た
䣎
ア
ン
コ
䤀
ル
の
せ
い
か
䣍
聴
衆

の
集
中
度
が
高
か
䣬
た
䣎
後
半
は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
䤀
ン
の
䣑
真
夏
の
夜
の
夢
䣒
か

ら
台
詞
の
含
む
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
部
分
を
省
い
た
８
曲
䣎
名
誉
客
演
指
揮
者
テ
䣵
エ
リ

䤀
・
フ
䣵
䣹
シ
䣺
䤀
に
よ
り
軽
快
で
哀
愁
漂
う
旋
律
に
よ
る
序
曲
に
始
ま
り
䣍
第
３

曲
で
盛
田
麻
央
䣍
富
岡
明
子
に
よ
る
重
唱
䣍
愛
知
県
立
芸
術
大
学
女
声
合
唱
団
を
含

み
優
雅
で
爽
や
か
に
歌
い
上
げ
た
䣎
第
７
曲
の
聴
き
所
で
あ
る
ホ
ル
ン
の
ミ
ス
が
気

に
な
䣬
た
䣎䥹
７
月
１
４
日
䣍
日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館
フ
䣸
レ
ス
ト
ホ
䤀
ル
䥺
䥹
伊
藤
美
由
紀
䥺 


